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団体の活動紹介

一般社団法人 環境共生まちづくり協会

(kkj )の活動について

東京都 省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム
令和6年度 第2回連絡協議会

令和6年10月2日
一般社団法人 環境共生まちづくり協会

事務局 中田義規
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団体の活動紹介

1990 12Ὦ ḕẽẶ ᾆẕᵓˢ1992 зϷˮ ẔЂЬАЕ˯Ϭᾋ Ποˣ
ὺ ộˢ ⱲˣτϢϤ▀ᶘḂ ὀπ
ḕẽẶ ᵓṳˢ1994ˣʺḕẽẶ Ẹṳᵓˢ1997ˣ

2009 01Ὦ ԁ זּ ḕẽẶ Ẹṳᵓˢ χᶨ τ ᴂˣ
2024年06月 一般社団法人 環境共生まちづくり協会ˢ τ ΰθᶨ ˣ

ẔḕẽϬ ΰʺ ḕẽρ ΰσΥϣʺὲῴπᵙ τ ᶨπΦϥ
ˮ ϘΜʾϘκʾ ϣΰχḕẽẶ ˯ρΜΞ χϜρʺ

◌ṗ ˑχ ϘΜ ϬώϘΠο ΤσḕẽẶ ᵓξΨϤτ‟ᾅΰϘβʻזּ
ῲΜỘ χᵓԌρχО˔ЕЗ˔ЄАФϬ τΰσΥϣ

SDGsχήϘίϘσ τ︡Ϥ ϙʺⱱ ᴦ σּזᵓχםᾝϬ ◙ΰϘβʻ

ᵓ ʿ ˢᾕЬЂмШ˔Э ᵓ ˣ2011 6ὮϢϤ
ᵓԌʿ ᵓԌ ʿ101 ˢ ᵓԌʿ33 ᵓԌʿ59 ӽᵓԌʿ9ˣ

ˢ2024 9Ὦ1 ᾝ∕ˣ

一般社団法人 環境共生まちづくり協会（kkj ）の概要
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創設当時から活動している基幹事業
ʾᵓԌᵓּזΥ╥ᴥβϥ ᵓᶨ ˢ ᵓʺ ₰ᾆẕ ᵓʺῲ ᵓσςˣϬ αοʺ
ˮ ϘΜʾϘκʾ ϣΰχḕẽẶ ˯ρΜΞ Ϭ ẕβϥ

kkj が主体となって普及啓発する国土交通省の補助事業
ʾ2013-2020 ESHОАЄУДЃϱрБ˔иχᵫ ʾ ẉ
ʾ2021 ϸ˔Гр ∙Υ ϵК τẉϖβֲốχᾁ
ʾ2022 Ί ЄІГЭ τḩβϥ σ ằχᾁ ʾ ʾ ẉ
ʾ2023 ϵК χ‰Μ Ϭ►Μάσβ ϘΜ χ ʾ ẉτḩβϥ ằ
ʾ2024 ϵК χ‰Μ χ ὓ Ӫ τḩβϥ ʾ ẉτḩβϥ ằ

施主や事業者へ国庫補助金を交付するための審査事業
ʾЂІГЗУиὺ ⱧỘˢ CO2 ἷʺṓῙ ᴂἷˣ
ʾṌ ὺ ϵКᴟ ⱧỘ
ʾ ӽἷ Ͻз˔рᴟⱧỘ
ʾLCCM ⱧỘ
ʾṓῙ ᴂ χ ꜛṁ ├ χ◦כⱧỘ

CATE1

CATE2
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推進部会

調査研究部会

広報部会

Д˔ЌЦ˔Іχᶈ
̘ḕẽẶ Ⱨ ̘ḕẽẶ ʾϘκξΨϤⱧ
ʾБ˔иχ “

̘ ϩΤϤ ὓϹϱЖ ̘ χ Ἳʾ₈ χῬ
ϱЦрЕχḼᵊ
̘ḕẽẶ χ ΰΜ Ϭ―Πϥ ếᵓ

ʿ Ṩᵫ℗ˢ ᵓᴅ ἷχГ˔Ыσςˣ普及展開小委員会

Д˔ЌЦ˔Іχᶈ
̘ḕẽẶ ˢᵓԌχ ˣ
ʾБ˔иχ “

̘Σ᷉ϛὺ∙ϹϱЖ ̘Σ᷉ϛ ϹϱЖ

Д˔ЌЦ˔Іχᶈ
̘ᵓԌχḕẽᶨ ̘ᵓԌχЯДиМϳІʾЄд˔и˔Э

ʾБ˔иχ “
̘ˢ ᴨ ˣ5ϸ ̘ˢꜛ ᶨ ˣ5ϸ
ϱЦрЕχḼᵊ
̘ᾋᶘᵓ ̘ῖ ЈЬЗ˔
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ϱЦрЕχḼᵊ
̘ϘκξΨϤⱧ ᵒ+ӪᾋῖḊᵓ σς

体制
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ESH

つくり手

設計者

住まい手

地域に適した

環境共生住宅

書籍・ツールの連携活用

推進部会 調査研究部会 広報部会
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広報部会

ᵓԌ χᵺ Ш˔ЭЧ˔Ѕτзрϼ
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調査研究部会

ᵓԌ χᵺ Ш˔ЭЧ˔Ѕτзрϼ
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推進部会

○四季折々の年中行事や室礼、伝統的な日本建築を紹介する『先人の知恵』
○現代の暮らしの中で豊かにいきるための室礼を提案する『今人の工夫』
○巻末には12の室礼提案を実践するための《図解イラスト》と《材料表》

左頁：『先人の知恵』 右頁：『今人の工夫』

《図解イラスト》

《材料表》
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調査研究部会

①省エネ基準、②ZEH 基準、
③さらにワンランク上の性能
を実現する仕様と具体的な環
境共生住宅推奨部品の組み合
わせを提案
1地域版～7地域版を発行
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調査研究部会

省エネ性能を向上させる設
備機器の組合せを2つのグ
レードに分けて紹介、
「お勧め建材ガイド」の3

つの断熱等性能レベルと組
み合わせた計14組の一次エ
ネルギー消費量の算定結果
を紹介します。
5地域版～7地域版を発行
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広報部会
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広報部会
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広報部会

年度・回 交流セミナー テーマ及び講師

令和６年度
第１回

『受容する建築 ～環境工学と建築計画・デザインとの融合～』
金子 尚志氏）（千葉工業大学 創造工学部 建築学科 教授）

令和５年度
第３回

『水害リスクをふまえた住まいづくり・まちづくり』

令和５年度
第２回

『脱炭素時代の住宅高断熱化と住まいの方向』
鈴木 大隆 氏（地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 理事）

令和５年度
第１回

『建築分野におけライフサイクルアセスメント（LCA ）による環境負荷低減』
小林 謙介氏（県立広島大学 生物資源科学部 生命環境学科 准教授）

令和４年度
第３回

『自然とつながる「デライトフル（歓びのある）」な建築』
川島 範久氏（株式会社川島範久建築設計事務所 主宰）

令和４年度
第２回

『新しい環境変化への向き合い方』
竹中 宣雄 氏（kkj 会長）

令和４年度
第１回

『2050年脱炭素社会実現のためのZEB・ZEH の重要性』
田辺 新一 氏（早稲田大学 理工学術院 創造理工学部建築学科 教授・工博）

セミナー資料（上：R5年度第3回、下：R5年度第1回）
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太陽光発電システム設置に関する適切な情報提供の検討・整備・普及（2022成果）CATE1

①「新築時に太陽光発電システム設置する場合」
②「将来的な太陽光発電システムの後乗せを想定して設計する場合」
③「太陽光発電システム設置を前提としていない既存住宅に設置する場合」
の3つのケースに分け、Ｑ＆Ａ形式で分かりやすく解説

https://www.kkj.or.jp/contents/build_hojyojigyo/report/R04_PVset_qa.pdf
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省エネ性能の高い住宅を使いこなす住まい方の周知・普及に関する情報提供（2023成果）CATE1

省エネ性能の高い住宅を建てても正しく使用しなければ、かえってエネルギー消費
量が増えます。本ガイドで住宅が持つ優れた性能を十分発揮できる住まい方を25の
ポイントで解説。

https://www.kkj.or.jp/contents/build_hojyojigyo/report/R05_howtolive-guidebook.pdf
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環境に配慮した建築物を建てる施主や事業者へ国庫補助金を交付するための審査事業CATE2
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環境に配慮した建築物を建てる施主や事業者へ国庫補助金を交付するための審査事業CATE2

ʿ⁯ ῖ ʿ⁯ ῖ
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気候風土適応住宅の独自基準策定の支援事業：自治体や建築関係団体を支援CATE2

ʿˮṓῙ ᴂ χᵔ ˯IBECs
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https://www.kkj.or.jp

ご清聴ありがとうございました
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